
（２）年齢別

区    分 20歳未満 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳以上

平成２８年度 0 10 19 28 89 268

平成２９年度 0 8 15 28 69 234

平成３０年度 0 0 13 23 44 204

（単位：人）
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平成３０年度秋田県出稼労働者推計調査結果概要について 

 

 

県では、各市町村に対して出稼労働者数とその状況について照会し、その報告をと

りまとめた調査結果を毎年公表しておりますが、その概要は次のとおりです。 

 

１ 調査の対象・方法等 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの間に県内外を問わず居住地を

離れて、１か月以上１年未満の期間、就労した者及び就労が見込まれる者について、

市町村に照会した（毎年１１月２０日現在の状況を集計）。 

 

２ 調査結果の概要 

（１） 今年度の出稼労働者数は２８４人で、前年度より７０人減（前年度比１９．

８％減）となり、昭和５７年度以降、減少が続いている。 

（２） 出稼労働者の減少の理由は、次によるものと考えられる。 

  ・出稼労働者の高齢化に伴う引退 

  ・若年者等の地元就労による出稼ぎ離れ 

 

３ 属性別出稼労働者数 

 

 

 

 

（１）農家・非農家別、男女別

男 女 男 女 男 女

平成２８年度 264 2 145 3 409 5 414

平成２９年度 223 1 128 2 351 3 354

平成３０年度 187 1 94 2 281 3 284

男  女  別  計非    農    家農          家

（単位：人）

区    分 合    計



 

 

 

 

 

 

 

（３）就労業種別

区    分 建 設 業 製 造 業 農林漁業 運 輸 業 そ の 他

平成２８年度 160 51 1 165 37

平成２９年度 124 51 0 154 25

平成３０年度 99 30 1 132 22

（単位：人）

（５）送出地域別

鹿    角 大    館 能    代 秋田 男鹿 本    荘 大    曲 横    手 湯    沢

地    域 北    秋 山    本 南    秋 由    利 仙    北 地    域 雄    勝

平成２８年度 5 11 24 10 27 219 43 75

平成２９年度 3 7 22 12 19 201 34 56

平成３０年度 3 6 14 8 16 163 20 54

（単位：人）

区　　分

（４）就労地域別

区    分 関    東 近    畿 東　　海 北 海 道 そ の 他

平成２８年度 294 12 73 0 35

平成２９年度 247 13 67 0 27

平成３０年度 206 8 42 0 28

（単位：人）
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平成３０年度秋田県出稼労働者推計調査結果

第Ⅰ 調査の方法

本調査は、県が各市町村に対し、出稼労働者数とその状況について照会し、その報告をとりまとめ

たものである。

１．調査の対象・方法 平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの間に県内外を問わず

居住地を離れて、１か月以上１年未満の期間、就労した者及び就労が見込

まれる者について、市町村に照会した。

２．調 査 時 点 平成３０年１１月２０日現在

３．調 査 項 目 ア．農家・非農家、イ．性別、ウ．出発時期、エ．就労期間、

オ．年齢階層、カ．就労地域、キ．非農家の職業、ク．送出地域

４．用 語 の 区 分 ・農家とは農業を営む世帯で､その経営耕地面積が10アール以上をいう。

・関東地域とは、東京・神奈川・千葉・埼玉・茨城・群馬・栃木の７都県。

・近畿地域とは、京都・大阪・兵庫・奈良・三重・和歌山・滋賀の７府県。

・東海地域とは、愛知・岐阜・静岡の３県。

・新規出稼者とは、今年度はじめて出稼ぎに行った者、又は予定者。

第Ⅱ 調査の結果

１．今年度の出稼労働者数は２８４人で、前年度より７０人減（前年度比１９．８％減）となり、昭和

５７年度以降、減少が続いている。

２．出稼労働者の減少の主な理由は、次によるものとみられる。

・出稼労働者の高齢化に伴う引退。

・若年者等の地元就労による出稼ぎ離れ。

３．主な調査項目の説明

（１）農家出稼者数は、１８８人となり、前年度の２２４人に比べ３６人減（前年度比１６．１％

減）となっている。（表Ⅰ－１、Ⅱ－１）

（２）季節別（出発時期別）では、１０月～１２月の２４２人（構成比８５．２％）が最も多い。

（表Ⅰ－２、Ⅱ－２）

（３）就労期間別では、６ヶ月の１２２人（構成比４３．０％）が最も多く、次いで、３～５ヶ月の

１１６人（構成比４０．８％）となっている。また、６ヶ月以上就労する出稼者は１６７人で全

体の５８．８％となっている。（表Ⅰ－３、Ⅱ－３）

（４）年齢階層別では、６０歳以上が２０４人（構成比７１．８％）と最も多く、次いで５０歳代が

４４人（構成比１５．５％）と５０歳以上の者が全体の約９割を占めている。

５０歳代は前年度調査の６９人から２５人減少、６０歳以上は２３４人から３０人減少した。

６０歳以上の２０４人のうち県南部の出稼者が１７９人と約９割を占めている。

（表Ⅰ－４、表Ⅱ－４）
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（５）業種別では、運輸業の１３２人（構成比４６．５％）が最も多く、次いで建設業の９９人

（構成比３４．９％）、製造業の３０人（構成比１０．６％）となっている。

（表Ⅰ－５、表Ⅱ－５）

（６）就労地域別では、関東地域の２０６人（構成比７２．５％）が最も多く、次いで東海地域が

４２人（構成比１４．８％）となっており、関東・東海地域で全体の約９割を占めている。

（表Ⅰ－５、表Ⅱ－６）

（７）非農家出稼者の職業別内訳では、土木作業員や大工などの冬期間に仕事の少なくなる者や運転

手が多い。（表Ⅰ－６）

（８）新規出稼者は１３人であり、前年度の２１人と比べ、８人減少している。

（表Ⅰ－７）

（９）送出地域別では、大曲仙北地域の１６３人（構成比５７．４％）が最も多く、次いで、湯沢雄

勝地域の５４人（構成比１９．０％）となっている。これに横手地域を加えた県南部全体では

２３７人となり、全体の８３．５％を占めている。（表Ⅱ－７）

（10）市町村別では、大仙市が最も多い８８人、次いで、美郷町の４２人、湯沢市の３９人となって

いる。

前年度に比べ増加した市町村は、大館市（１人増）の１市、大きく減少した市町村は、大仙市

（２２人減）、横手市（１４人減）、仙北市（１３人減）となっている。

第Ⅲ 出稼労働者の雇用対策

出稼就労する者に対しては、市町村で実施する健康診断等を通して自己管理に努めるよう指導を行

っているほか、就労先に対しては、秋田県東京事務所に配置した相談員の巡回による安全就労の推進

などの援護業務を行っている。

また、健全な就労先の確保のためハローワークの利用の呼びかけや、賃金不払いなどのトラブルに

巻き込まれないよう注意を喚起しているほか、万一、賃金不払いや業務中のケガ・病気などの問題が

発生した際は、関係機関と連携し、その早期解決のための相談・助言を行っている。












































